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実感を伴う理解を図るための
ものづくり指導の工夫

－ －小学校理科「ものづくり指導手引き集」の作成を通して

特別研修員 榛東村立北小学校 飯島 政徳

高崎市立乗附小学校 飯塚 弘紀

みどり市立福岡中央小学校 鈴木 陽一

《研究の概要》

小学校理科「物質とエネルギー」では、実感を伴う理解を図るために「ものづくり」を

授業に取り入れている。しかし、製作しただけで終わってしまうなど 「ものづくり」の、

ねらいを達成できないことがある。そこで、学習したことを生かせるように題材や指導の

手だてを工夫し、学習指導案などを「ものづくり指導手引き集」としてまとめた。それに

基づき、実践を行ったところ、児童はものづくりを通して実感を伴った理解ができた。

【理科－小 ものづくり 学習指導案 作り方 教材】キーワード

� はじめに

これからの理科の学習指導においては、児童が

事物・現象に直接かかわりながら、その性質や規

則性について実感を伴った理解を図り、科学的な

見方や考え方を身に付けることが求められてい

る。そのために、学習指導要領においては、各学

年の「物質とエネルギー」でものづくりが位置づ

けられた。

児童の多くは、学習のまとめとしてのものづく

りに興味を持っている。その理由としては、自分

のアイディアが生かせる、ものづくりをする中で

新たな発見がある、分かったこと、気付いたこと

を友達に伝え、それを認めてもらえるなどが挙げ

られる。このように、ものづくりには、児童を引

きつける魅力がいくつもある。

しかし、実際の授業では、ものづくりの活動と

単元の学習内容との関連付けが明確に図られず、

製作しただけで終わってしまう、材料の下準備、

装飾的な部分に時間をかけてしまう等、理科とし

てのものづくりのねらいを達成できないことがあ

る。

教師の「ものづくり指導に関する調査」を各勤

務校で行ったところ、ものづくりの指導で困って

いることが明らかになった 「教材研究に時間が。

かかる 「ものづくり指導に自信がない 「児。」 。」

童の作業能力に個人差があり、時間内にできあが

らないことが多い 」などが挙げられた。。

また、教師の要望として 「子どもたちが興味、

を持つ教材例 「身近なものを使って簡単に作れ」

」「 」るマニュアル ものづくりの参考になる資料集

があれば指導しやすくなると回答があった。

そこで、小学校理科「物質とエネルギー」の物

理領域において、児童が興味をもてる題材例、製

作マニュアル（使用する材料・作る手順・製作の

ポイント 、学習内容との関連付けと児童への支）

援のポイントを明確にした学習指導案など、もの

づくりの指導に役立つ資料を一つにまとめた「も

のづくり指導手引き集」を作成する。これを活用

することで、教師は自信をもってものづくりの授

業が展開でき、児童の実感を伴う理解につながる

と考え，本主題を設定した。

� 「ものづくり指導手引き集」

１ 「ものづくり指導手引き集」の内容・構成

本手引き集の内容・構成を図１に示す。

題材は、小学校３年～６年の理科「物質とエネ

ルギー」の単元において、教科書等に取り上げれ

ている中から、以下の三つの条件を満たすものを

選んだ。さらに、素材や作り方において自分たち

なりの工夫を加えた。
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○児童が製作過程やその後の活動を通して、単元

で学習した内容について実感できる題材

○教科書等で例示してあるが、児童が製作困難な

題材

○短時間で製作でき、児童を引きつける魅力のあ

る題材

教科書等を参考にして、学習形態は、クラス全

体で同じ題材のものづくりに取り組む形態を「共

通 、児童の興味・関心によって違う題材のもの」

づくりに取り組む形態を「選択」とした。

それぞれの題材に対し、製作マニュアルと、学

習形態ごとに指導案とワークシートを作成した。

本手引き集は、小冊子の形式にするとともに、

インターネットを通じて多くの先生方に活用して

もらえるようにした。

図１ 手引き集内容・構成一覧

学 単 学習 製作 学習 ワークものづくり題材名年 元 形態 マニュアル 指導案 シート単元の学習内容

電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ 共通 じゃんけんゲーム ◎ ◎ ◎

○電 方について学ぶ。 ドキドキおみくじ
３ 気 電気を通す物と通さない物について学 選択 ○ ○

ルームランプ ○ぶ。
磁石の異極は引き合い同極は退けあう パックン ○
ことについて学ぶ。年 磁

メリーゴーランド ○選択 ○ ○
石 磁石に引きつけられるものとひきつけ
られないものについて学ぶ。 おくとぱす ○
乾電池のつなぎ方を変えると、電流の 共通 ホバークラフト ◎ ◎ ◎

４ 強さが変わり、モーターの回る速さが 扇風機 ○
変わることついて学ぶ。 観覧車 ○

年 乾電池の向きを変えると、電流の向き 選択 飛行塔 ○ ○ ○
が変わり、モーターの回る向きも変わ コーヒーカップ ○
ることについて学ぶ。 ヘリコプター ○

１秒時計 ○ふりこの長さを変えると、ふりこが一
往復する時間が変わることについて学 選択 ○ ○

も

玉のりダンス ○の
ぶ。

どこまで行くかな ○
の
おもりが他のものを動かす働きは、お

５ もりの重さや動く速さによって変わる 選択 ○ ○
運

○動
ことを学ぶ。 ジャンプシーソー

おもりの位置や力を加える位置を変え
ると、てこを傾ける働きが変わり、て

て こがつり合うときには支点からの距離 共通 マジックハンド ◎ ◎ ◎
×力の大きさが左右で等しくなるてこ

年 の原理を学ぶ。
水平につりあった棒の支点から左右等

天びんを利用したこ 距離にものをつるして、棒が水平にな ○ ○ ○
るとき、ものの重さが等しくなること

共通
はかり

について学ぶ。
電 電流の流れている巻き線は、鉄心を磁

６ 流 化する働きがあり、同極どうしを近づ モーター ◎ ◎ ◎
の けると、反発することを確かめ、モー

共通

は ターの原理について学ぶ。
年 た 電磁石の強さは、電流の大きさや導線
ら の巻き数によって変わることを学ぶ。 共通 鉄拾い機 ◎ ◎ ◎
き

※表中の◎は、授業実践したものである。○は、計画を立てたものである。

電
気
の
は
た
ら
き
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(1) 製作マニュアル

児童が思い描いたものを、学習して獲得した知

識を使って、試行錯誤しながらものづくりをする

ことで、実感を伴った理解が図られる。また、学

習内容と関係のあるところでつまずいても、それ

、 。を乗り越えることで 実感を伴う理解が図られる

しかし、実際の授業では、部品の加工の仕方や装

飾などに時間を取られ、理科としてのものづくり

のねらいを達成するまでに至らないことがある。

そこで、製作過程における困難な箇所や安全面

で配慮すべき事を明確にし、それに対する児童へ

「 」の支援や留意点などを明記した 製作マニュアル

。 。を作成した 図２に製作マニュアルの一部を示す

図２ 製作マニュアルの一部

ホバークラフト
製作時間 約４０分

４学年 「電気のはたらき」 製作費用 約５０円

【モーターカーのセットの部品】
・モーター ・プロペラ

準備 ・モーターとプロペラを固定するプロペラ台・プロペラ止め
・単３乾電池 ２個 ・単３乾電池ボックス ２個
・ビニル導線（50㎝×２本）
・釘（コンクリート用） ・油性ペン ・セロテープ

作り方
児童の活動 作り方のポイント

１ 設計図を描く
①ワークシートに部品（モーター、乾電
池、導線）のつなぎ方を描く。

２ カップ麺の容器に空気を取り入れる穴 ① ②
を開ける

①カップ麺の容器の中心に印を付ける。

②両面テープを貼ってから、太い釘を使っ
。てモーターの軸を差し込む穴を開ける

③

③装着するプロペラの中心を穴に合わせ、
出っ張りの内側へプカップ麺の容器の

ロペラに合わせて、空気の取り入れ口
を開ける位置を描く。

浮かばなかったホバークラフト

ホバークラフトが
浮かない理由！

空気の取り入れ口をプロペラより大きく開けてしまう
と、プロペラが送り出した空気が床に当たり、穴から出
てしまい、ホバークラフトを浮かせることができなくな
ってしまう。

製作の手順を
写真によって提示

児童が製作困難な手順を、
わかりやすく解説

児童の手による製作時間
およその製作費用

製作マニュアル

製作物のイメージ化を
図るための完成図
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(2) 学習指導案

「ものづくり」が単なる製作活動にならないよ

うに、どのような目的をもたせるかを明確にし、

これまでに学習してきたことが「ものづくり」の

どこに生かされるか確認できるような学習指導案

を作成した。図３に学習指導案の一部を示す。

この学習指導案には、次のような特長をもたせ

た。

○ものづくりの指導時数は、３時間以内でできる

ものとした。

○ものづくりと学習内容の関連を明確に示した。

○展開には、ものづくりと学習内容の関連を図る

ための具体的な支援のポイントを明示した。

図３ 学習指導案の一部

ものづくりの指導時数は、
３時間以内でできるものとした。

ものづくりと学習内容の
関連を明確に示した。

ものづくりと学習内容の関連を図るための
具体的な支援のポイントを明示した。
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(3) ワークシート

児童が見通しをもって「ものづくり」をすすめ

られるように 「設計図 「分かりやすい製作手、 」

順 「ものづくりをして分かったこと・確認でき」

たこと」などを盛り込んだワークシートを作成し

た。図４にワークシートの例を示す。

図４ ワークシートの例

見通しをもたせものづくり

の活動をするために、設計

図を描く場所を設けた。

児童にとって

わかりやすい製作手順

学習内容と関連させるための手だて

� 授業実践

１ 授業実践一覧

、授業実践を行った題材や実施校などについて

下の表にまとめた。

なお、実践例１、２、３について、詳細を次に

示す。

表１ 実践授業一覧

学年 単 元 ものづくり題材 実施時期 実 施 校 指導者

「電気｣

大間々町立実践例１
「じゃんけんゲーム」 １１月

３ 教諭 鈴木陽一
「じしゃく」

「パックン」 福岡中央小学校
１２月

「メリーゴーランド」

「電気のはたらき」
４ 「ホバークラフト」 ７月 教諭 飯島政徳

実践例２
榛東村立北小学校

｢てこ｣
「マジックハンド｣ １１月

実践例３

「おもりの 「１秒時計」 高崎市立
５

１２月 教諭 飯塚弘紀
はたらき」 「ジャンプシーソー」 乗附小学校

「モーター」
「電流のはたらき」６ １２月

「鉄拾い機」
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」２ 実践例１ ３年「電気

(1) 本時のねらい

○ じゃんけんゲームを作ることで 「豆電球に、

明かりがつくときは、電気の通り道をたどると

一つの輪になっていること」や 「物には電気、

を通す物と通さない物があること」を実感する

ことができる。

(2) 評価規準

○ 乾電池の＋極，豆電球、乾電池の－極を導線

で輪になるようにつなぐと、豆電球が点灯する

ことを理解している （知識・理解）。

○ 回路の途中にいろいろな物をつなぎ、豆電球

が点灯するときとしないときを比較して、電気

を通す物と通さない物のちがいを判断すること

ができる （科学的な思考）。

(3) ものづくりと学習内容との関連

① 豆電球に明かりがつくときは、電気の通り道

をたどると一つの輪になっていること

POINT!

スイッチを入れて豆電球に明かりがついたと

き、豆電球、乾電池、スイッチ、導線を指でた

どると電気の通り道が一つの輪になっているこ

とを実感できる。

② 物には電気を通す物と通さない物があること

POINT!

スイッチを回路に入れ、豆電球の明かりをつ

けたり消したりすることで、アルミニウムなど

の金属は電気を通すこと、紙やセロハンテープ

は電気を通さないことを実感できる。

（対象児童数 15名）(4) 指導経過

児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 時間 評 価 項 目

じゃんけんゲーム作りの計画 ・ワークシートを配り、活動の進め方を全

を立てた。 体で確認した。

・作るのに必要な部品（豆電球、ソケット ５

導線、乾電池、スイッチ）と材料を確認 分

した。

部品のつなぎ方をワークシー ・ワークシートの図を見やすくするために （知・理）乾電、

トに描いた。 乾電池の＋極につなぐ導線の色を赤にす 池の＋極、豆電

ることを全体で確認した。 球、乾電池の－

極を導線で輪に�ワークシートで、豆電球一つ一つについ

なるようにつなて電気の通り道がきちんとできているか、

ぐと、豆電球が指でたどって調べるように助言した。

・選べるスイッチの仕組みを生かしたつな 点灯することを

。ぎ方ができているか、ワークシートの記 理解しているか

入を観察し、個別に助言した。

ソケットを台紙に固定し、豆 35�ワークシートに描いたつなぎ方と見比べ

電球、導線、乾電池、スイッチ 分ながら、選べるスイッチ、豆電球、乾電

池をつないでいくように助言した。をつないで豆電球に明かりがつ

くか確かめた。 ・導線をしっかりセロハンテープで固定で

きているか観察し、個別に助言した。

【 】工夫したスイッチ

どの豆電球に明かりをつける

か選べるスイッチを使った。
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（ ）�スイッチを入れても、豆電球に明かりが 科学的な思考

回路の途中にいつかない児童に対しては、スイッチ回り

ろいろな物をつを中心に、電気を通す物がきちんと接触

なぎ、豆電球がしているか、どこかに電気を通さない物

点灯するときとが入っていないか、調べてみるように助

しないときを比言した。

較して、電気を

通す物と通さな

い物のちがいを

飾りつけをして、じゃんけん ・スイッチを入れて、３個の豆電球がつく 判断することが

ゲームで遊んだ。 ことことを確認できた児童には、飾りつ できたか。

けを指示した。

学習のまとめをした 。 ・ワークシートに「わかったこと・気づい ５

たこと」と本時の自己評価を記入さた。 分

(5) 結果と考察

○ 児童は、豆電球１個、乾電池１個を導線でつ

ないで豆電球に明かりをつける方法を本単元で

学習している。ほとんどの児童がこのことを応

用して、３個の豆電球それぞれを、スイッチで

つけたり消したりできるようなつなぎ方をワー

クシートに描くことができた。

ワークシートの図をもとに部品をつなぎ、自

分の力でジャンケンゲームを完成させることが

できた児童は15人中7人であった。豆電球がつ

かない児童に対しては部品のつなぎ方を観察

し、個別に支援を行った。

本時の学習を通して、自分の力でジャンケン

ゲームを完成させることができた児童は、豆電

球一つ一つについて、電気の通り道が一つの輪

になるように部品をつなげば、豆電球に明かり

がつくことを実感できたと考える。

、 、また 豆電球に明かりがつかなかった児童が

「 」ワークシートの わかったこと・気づいたこと

の欄に 「電気の通り道がきちんと輪になって、

いないと豆電球がつかなかった 」と記入して。

いた。このことから、豆電球がつかなかった児

、 、童は 電気の通り道を指でたどって原因を探し

一つの輪になるようにつなぎ直せば、豆電球に

明かりがつくことを実感できたと考える。

○ ワークシートの図をもとに導線をつないで

も、豆電球に明かりがつかなかった児童が数名

いた。スイッチ内部を観察すると、導線を固定

するのに使ったセロハンテープが電気の通り道

を遮断している場合がほとんどであった。教師

は、スイッチ内部の電気の通り道を確かめ、電

気を通さないものが入っていないか確かめるよ

うに助言した。児童は自分で気付いてセロハン

テープを取り除いたり、完成した友だちのスイ

ッチと見比べて、導線をつなぐ場所を変えたり

することで、豆電球に明かりをつけることがで

きた。ワークシートの「わかったこと・気づい

たこと」の欄に、15人中9人の児童が「セロハ

ンテープは電気を通さない 」など、電気を通。

すもの、通さないものについて記入していた。

スイッチを使って豆電球に明かりをつけたり

消したりする活動を通して、児童は、物には電

気を通す物と通さない物があることを実感し、

電気を通すもの、通さないものを利用したスイ

ッチの仕組みについても理解を深めることがで

きたと考える。
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３ 実践例２ ４年「電気のはたらき」

(1) 本時のねらい

ホバークラフトを作ることで 「回路に流れ、

る電流が大きくなるとモーターが速く回るこ

と」や 「電流の向きが変わるとモーターの回、

」 。る向きが変わること を実感することができる

(2) 評価規準

ホバークラフトを作る過程で、乾電池のつなぎ

、 、方や数を変えることで 電流の向きや大きさと

電気のはたらきを関係付けてとらえることがで

きる （科学的な思考・判断）。

(3) ものづくりと学習内容との関連

① 回路に流れる電流が大きくなると、モーター

が速く回ること

POINT！

検流計、モーター、電池ボックスを使った電

池チェッカーを用意し、児童が使っている電池

の電流の大きさを調べられるようにしておく。

「乾電池２個を直列につなぐと、電流が大きく

なり、モーターが速く回る 「古い電池と比較。」

すると、新しい電池の方が、回路に流れる電流

、 。」 、が大きくなり モーターが速く回る ことを

実感できる。

② 電流の向きが変わるとモーターの回る向きが

変わること

POINT！

傾きが逆のプロペラを自作させ、ホバークラ

フトに取り付けて試行させる。ホバークラフト

を浮くようにすることで 「電池の向きを入れ、

かえると電流の向きが変わり、モーターの回る

向きが変わる 」ことを、実感できる。。

（対象児童数 37名）(4) 指導経過

児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 時間 評 価 項 目

ホバークラフトの設計図をか ・ワークシートには、モーター、導線、乾
き、作る手順を確認した。 電池、スイッチを使った回路を必ず書く

ことを確認した。
15

・回路になっているか、ショート回路にな 分
っていないか、指でたどらせ確認させし
た。

設計図を基にし、ホバークラ ・製作時はグループ内で教え合いながら進 25
フトを作った。 めるようにした。 分

・製作を苦手としている児童には、教師と
いっしょに製作し、徐々に自力で完成さ
せるようした。

作ったホバークラフトを、動 ・ホバークラフトが完成したら、動かして
。 、かしてみた。 みた ホバークラフトが浮かない場合は

《児童の反応》 回路が設計図どおりにできているか、導
・モーターが回らないよ。 線と導線の接続、電池の向き等を見直し
・スイッチを入れたのに、浮か させた。
ばないぞ！

・浮いたぞ！

、ホバークラフトをよく浮かせ �電池の電流の大きさを調べられるように
検流計、モーター、電池ボックスを使っるための工夫をした。
た電池チェッカーを用意しておいた。《児童の反応》

（電流の大きさとモーターの回転の強さ）・乾電池１個では、浮かばない
ぞ！

・直列つなぎでも、あまり浮か
ばないなぁ？
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プロペラを自作して、ホバー 30 （思・判）ホバー�工作用紙に逆向きのプロペラを書いてお
クラフトを浮かばせてみた。 分 クラフトを作る過き、切り抜かせて試行させる。
《児童の反応》 程で、乾電池の（電流の向きと、モーターの回転の向き）
・さっきまで浮かんでいたのに つなぎ方や数を、
浮かばないぞ！どうしてだろ ・傾きが逆のプロペラ 変えて調べ、電
う。 を自作させ、ホバーク 流の向きや強さ

・よく浮かぶプロペラを、自分 ラフトに取り付けて試 と、電気のはた
でも作ってみたいなぁ。 行させる。浮かばせた らきを関係付け

結果を記入させるよう てとらえること
にする。 ができる。

今日の学習を振り返る。 ・ホバークラフトづくりで分かったこと 電 20「
・ワークシートに分かったこと 流の大きさとモーターの回転の強さ 「電 分」
やもっと調べたいこと記述し 流の向きと、モーターの回転の向き」に、
紹介し合う。 ついて確認した。

(5) 結果と考察

○ 製作に入る前に、よく浮かぶホバークラフト

にするための工夫をワークシートに記入させた

ところ、37人中35人の児童が「直列つなぎ」の

配線図を描いていた。しかし、乾電池２個を直

列につないでも、ホバークラフトがよく浮かな

い児童も多かった。児童は、図５のような検流

計を用いた電池チェッカーで電流の大きさを検

流計の針の振れ幅で調べ、自分の乾電池と新し

い乾電池を比較していた ワークシートへ 新。 、「

しい電池で直列つなぎだと回路に流れる電流が

強くなり、ホバークラフトがよく浮かぶ 」こ。

とを記述していたのは37人中13人いた。新しい

電池を使うと、ホバークラフトがよく浮かぶこ

とで、回路に流

れる電流が大き

くなり、モータ

ーの回転も速く

なることを実感

。 、していた また

電池は使うと消

耗することも、

同時に確認でき

た。

○ 図６のような傾きが逆のプロペラをつけてホ

バークラフトを浮かばせるためには 「電池を、

入れかえて、電流の流れる向きを変えてなけれ

ばならない 」ということを、ワークシートへ。

図５ 検流計を用いた電

池チェッカー

記述した児童は37人中８人いた。図７に記述例

を示す。記述していない児童も、感覚的に気付

き試行していた。羽の面積を大きくすると、ホ

バークラフトがよく浮かぶことを児童は実感し

ていた。その

ため自作のプ

ロペラを何度

も作り直し、

よりよく浮か

ぶように工夫

している児童

も見られた。

図７ ワークシートへの児童の記述例

○ 児童は 「ホバークラフトをよく浮かばせた、

い 」という願いから、学習したことを生かし。

予想をたて、試し、うまくいかないとすぐに違

う方法で試しながら理解を深めていった。もの

づくりと学習内容との関連を明確にして、電池

チェッカーで電流の大きさを調べる活動や傾き

が逆のプロペラを用いてホバークラフトを浮か

ばせる活動を設定し指導にあたったことは、実

感を伴う理解を図るのに有効であると考える。

図６ 傾きが逆のプロペラ
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４ 実践例３ ５年「てこのはたらき」

(1) 本時のねらい

マジックハンドを工夫して作ることで、支点

から作用点・力点の位置によって、てこを傾け

るはたらきが変わることを実感することができ

る。

(2) 評価規準

○ マジックハンドを工夫して活用する過程で、

支点から力点・作用点までの距離とてこのはた

らきとの関係について考えることができる。

（思考・判断）

○ てこのはたらきを利用したマジックハンドを

工夫して完成させることができる。

（技能・表現）

(3) ものづくりと学習内容との関連

① 支点から力点までの距離によって、力点に加

える力の大きさが変化すること。

POINT!

マジックハンドの支点から力点までの距離を

長くすると、力点に加える力が小さいことを実

感できる。

② 支点から作用点までの距離によって、作用点

に加わる力の大きさが変化すること。

POINT!

マジックハンド支点から作用点までの距離を

短くすると、作用点に加わる力が小さいことを

実感できる。

（対象児童数 30名）(4) 指導経過
児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 時間 評 価 項 目

提示された資料を参考にして ・製作は、個人で取り組んだ。
マジックハンドを作る手順を確 10
認した。 分

資料や設計図をもとにしてマ ・グループ内で教え合いながら進めるよう
ジックハンドを作った。 にした。

・バランス良くマジックハンド ・マニュアルをもとにマジックハンドを作
を作るためにどうしたらよい らせた。
か、修正したり工夫したりし 30
た。 ・机間指導し 製作が苦手な児童に対して 分、 、

助言し、自力で完成させるようにした。
【技能・表現】
てこのはたらきを
利用したマジック
ハンドを工夫して
完成させることが
できる。

身近なものが取れるかどうか ・自分で作ったマジックハンドで、いろい 【思考・判断】
試してみた。 ろなものを取り、試行させた。 マジックハンドを
《児童の反応》 40 工夫して活用する
・えんぴつや消しゴムをもっと 分 過程で、支点から
楽にとりたいな。 力点・作用点まで

・支点から力点までの距離を変 の距離とてこのは
えたら、力の入れ方が違うの たらきとの関係に
かな。 ついて考えること

ができる。
�支点から力点までの距離の違いで、力の・支点から力点・作用点のまで
入れ方に違いがあるか、意識させた。の距離を変え、力の加わり方

を比べる。



- 13 -

�支点から作用点までの距離の違いで、も・マジックハンドをいくつも作
ののつかみ方に違いがあるか意識させったり、作用点、力点の長さ
た。を工夫したりし、自分で工夫

。してマジックハンドを作った

今日の学習を振り返る。 ・マジックハンド作りで分かったことや
「 」・ワークシートに分かったこと 支点から力点・作用点との距離の関係

やもっと調べたいこと記述し について確認した。 10、
紹介し合った。 分

・ワークシートに分かったことや気付いた

ことなどを記入した。

(5) 結果と考察

○ マジックハンドについて、児童はあまりよく

知らないので、ものづくりに入る前に、教師が

作ったものを提示した。これをもとにして児童

はワークシートに自分なりの設計図を描いた。

30人中20人の児童は、支点・作用点・力点がた

くさんあるマジックハンドを作ろうとした。学

習したことをもとに、支点・作用点・力点のそ

れぞれを自分の設計図に正しく示すことができ

た。さらに、ものをつかみやすようにするため

にはどう工夫した

らよいか考えさせ

たところ 「力点、

の部分をもう少し

長くする 「もの。」

をつかむところを

。」支点に近づける

などを設計図に生

かした児童は30人

中21人であった。

図８に児童が描い

た設計図の例を示

した。

○ 自分の設計図をもとに、マジックハンドを作

成した後、消しゴムやえんぴつなどをつかむ活

動を行った。持つ場所（力点）やものをつかむ

（ ） 、 。場所 作用点 を移動し ものをつかんでいた

このとき、支点から力点までの距離の違いで力

の入れ方やもののつかみかたに違いがあるか意

図８ 児童が描いた設

計図の例

識させた。その結果をワークシートに記述させ

たところ、図８に示す設計図を描いた児童は、

設計図で予想を立てたとおり「支点の近くでも

のをつかんだら、やはりつかみやすかった 」。

と記述していた。また、図９に示したように、

「力点を支点から遠ざけると楽に持ち上げられ

た 「支点から力点の距離を長くして支点から。」

作用点までの距離を短くするとうまくものをつ

かめた 「支点と作用点を近づけたら軽く物を。」

とれた 」などを記述した児童は30人中24人で。

あった。

図９ ワークシートの記述例

○ 学習したことをふり返り確認させ、そのこと

をもとにマジックハンドで設計図を書き、てこ

のはたらきからものをつかみやすようにするた

めにはどうしたらよいか予想させた。予想させ

たことをもとに製作し活用したところ、児童の

予想したとおりの結果が多く見られた。これら

のことから、支点から作用点・力点の位置によ

って、てこを傾けるはたらきが変わることを、

児童は実感を伴って理解することができたと考

える。
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� 終わりに

１ 製作マニュアル

ものづくりの過程で、児童は試行錯誤しながら

も、完成したときに大きな喜びを感じる。各学年

の学習内容、児童の発達段階を考慮して題材を選

択したことは、授業実践時における児童の反応か

ら、十分にものづくりへの興味・関心を高めるこ

とができたと考える。また、製作マニュアルを作

成するに当たって、ものづくり題材を実際に製作

してみたことで、製作過程のどの場面において、

児童の実感を伴う理解を図れるのかがより明確に

なった。製作マニュアルに基づいて指導すること

で、学習したことを生かしながら無理なく作り上

げられるために、どこで教師が支援を行えばよい

かがはっきりし、ものづくりのねらいを達成する

ことができると考える。

２ 学習指導案

単元の学習とものづくりの関連をはっきりさ

せ、授業展開、時間配分、教師の支援を工夫した

学習指導案を作成した。特に、授業の導入部で全

体で確認するべきことや、ものづくりの場面で教

師が児童のどんな活動を見取り、支援すればよい

かを明確にした。

この学習指導案を基にした授業実践では、児童

の活動を見守りながら、必要に応じて考えるヒン

トや作り方のポイントを助言できた。また、もの

づくりのねらいと関連が深いつまづきに対して

、 、 、は 十分に試行錯誤する時間を与え 見守ること

解決に導くヒントを与えるなどの支援が、児童の

学習への意欲を持続させ、実感を伴う理解を図る

には大変有効であることが分かった。

作成した学習指導案に基づいて授業を行うこと

で、ものづくりが作っただけで終わることなく、

単元で学習したことが生かされ、児童の実感を伴

った理解を図ることができると考える。

また、作成した学習指導案を参考にして、指導

のポイントを押さえた授業展開をすることでも、

ものづくりのねらいを十分達成できると考える。

３ ワークシート

ものづくりにおけるワークシートの使用は、学

習内容とものづくりの関連を児童に意識させるた

めに、そして児童に学習の見通しをもたせ、自主

。 、的な活動を促すために有効な支援となった また

教師が学習過程において、個々の児童の活動の様

子を見取り、適切な支援を行うための資料、学習

後に実感を伴う理解が図れたのかを教師が評価

し、次の学習につなげるための資料として有効に

活用できると考える。

４ 「ものづくり指導手引き集」について

児童がものづくりを通して、物質やエネルギー

の性質について実感を伴う理解が図れることをね

らいに 「ものづくり指導手引き集」を作成して、

きた。取り上げた題材については、試作を繰り返

し、使用する材料、作る手順を工夫し、各学年の

児童が無理なく作り上げられるように改善してき

た。さらに授業実践を行った結果を、ものづくり

指導手引き集に反映させた。

この「ものづくり指導手引き集」を、多くの先

生方に活用していただき、児童の実感を伴う理解

を図る授業づくりに役立ててほしい。
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